
 

昨年２月からの新型コロナウイルスの感染拡大により、各学校においては ICTを活用し「学びを止めない」ため
の様々な工夫が行われています。一方、学校によって ICT環境や活用方法には差があるのが現状で、教育格差の拡
がりも懸念されています。ICT活用教育は学校現場においてより一層重要となるでしょう。 
当研修会は英語 4技能教育に係る英語教育担当教員の指導力強化を目的として実施しています。今年度は、初日
は ICTを活用した英語授業、英語４技能教育を行っている学校による実践発表を行います。その後は２日目にかけ
て、ケンブリッジ大学出版イギリス本社専門能力開発部門監修のプログラムを実施します。 
本年度の当部会は、東日本エリアの他に西日本エリアでも同一内容あるいは準じた内容のプログラムで行う予
定です。いずれもケンブリッジ大学出版の Japan Lead Teacher Trainerの指導の下で実施します。（西日本エリア
は令和 4年度 2月に西日本での開催を予定しています。） 
英語教授の理論から実践までを扱い、２日間のプログラムを通して、英語４技能教育のさらなる指導力強化を目
指しながら、ニューノーマル時代の英語教育のあり方を探ります。 

 

◆ 会 期 ◆ 令和 3年 11月 5日(金)・6日(土) 

◆ 会 場 ◆ 主婦会館プラザエフ 

東京都千代田区六番町 15（JR 四ッ谷駅より徒歩 1 分） 電話 03-3265-8111 

◆ 募集人員 ◆ 50 名  ※募集人員を超えた時は期日前でも締切とする場合があります。 

◆ 参 加 費 ◆ 19,000 円 （昼食費を含みます。宿泊費は含みません。） 

※宿泊の斡旋はしませんので、手配はご自身でお願いします。 

◆ 参加対象 ◆ 私立中学高等学校の英語科教員 

 ※参加対象校は、都道府県私学協会加盟の私立中学校・高等学校・中等教育学校 

◆ プログラム ◆  

実践発表① 
 

テーマ 「変わりゆく英語学習方法と英語教員の役割について考える」 

発表者 佐々木 雄太 吉祥女子中学高等学校教諭 

実践発表② 
 

テーマ 「コロナが生んだパラダイムシフト」 

発表者 中川 千穂 工学院大学附属中学高等学校教諭 

Workshop 講 師 Tanja McCandie ケンブリッジ大学出版 Japan Lead Teacher Trainer 

英語教師のための 4 技能指導に関する研修プログラム（英語で行います。） 

内容 

 

11月 5日(金)：コミュニカティブランゲージティーチングの特徴を確認し、クラスで使うことがで

きるコミュニカティブアクティビティを学びます。 

11月 6日(土)：実践的なアクティビティを学び、教科書を使いながらどのようにアクティビティを

取り入れるか、アイデアを共有します。レッスンプランの作成、評価、デモレッス

ンを行います。 

※Workshopでは、ご自身がお使いの教科書を使用しますのでご持参下さい。 
 
◆ 日程概要 ◆  
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◆ 日 程 表 ◆  

11 月 5 日（金） 〔会場 主婦会館プラザエフ 9 階 スズラン〕 

11:30 受  付 

12:30 

 

 

 

 

13:00 

開 会 式                      司会 川本 芳久 一般財団法人日本私学教育研究所理事・事務局長 

１．開 会 

２．主 催 者 挨 拶  吉田   晋 一般財団法人日本私学教育研究所理事長 

３．研修会運営方針説明  平方 行 英語 4 技能教育特別委員会委員長 

４．日 程 説 明 

５．閉 式 

13:00 

 

13:45 

実践発表① 

テーマ 「変わりゆく英語学習方法と英語教員の役割について考える」 

発表者 佐々木 雄太 吉祥女子中学高等学校教諭 

13:45 

 

14:30 

実践発表②  

テーマ 「コロナが生んだパラダイムシフト」 

発表者 中川 千穂 工学院大学附属中学高等学校教諭 

14:30 

15:00 

Workshop Session1 ＜コース概要と目的＞  

講 師  Tanja McCandie ケンブリッジ大学出版 Japan Lead Teacher Trainer 

15:00 

16:30 
Workshop Session2 ＜Teaching Communicatively＞ 

 

11 月 6 日（土） 〔会場 主婦会館プラザエフ 9 階 スズラン〕 

9:00 

9:30 

Workshop Session1 ＜Developing an English-speaking environment＞  

講 師  Tanja McCandie ケンブリッジ大学出版 Japan Lead Teacher Trainer 

9:30 

10:50 

Workshop Session2 

＜Developing speaking skills, and incorporating speaking into your coursebook＞ 

10:50 

12:10 

Workshop Session3 

＜Developing writing skills, incorporating writing into your coursebook＞ 

12:10 

13:10 
昼 食 

13:10 

14:30 
Workshop Session4 ＜Planning your teaching around your coursebook＞ 

14:30 

16:00 
Workshop Session5 ＜Micro teaching＞ 

16:00 

 

 

16:30 

閉 会 式                      司会 川本 芳久 一般財団法人日本私学教育研究所理事・事務局長 

1 ．開 式 

２ ．総 括  平方 行 英語 4 技能教育特別委員会委員長 

３ ．閉 会 

16:30 解 散 

※プログラムの内容等は変更となる場合があります。  

  



Workshop 概要 

11 月 5 日（金） 

Session 1 
(30 min) 

コース概要と目的 

このセッションでは、2 日間のトレーニングの目的を確認し、参加者の自己紹介、また現状認識

とニーズを探ります。参加者は複数の“Getting to know you activities” に参加すると  

ともに、これらのアクティビティがどのようにセットアップされて行われるかを体感することで、 

自身の授業にも活用できるようにします。 

Session 2 
(90 min) 

Teaching Communicatively 

このセッションでは、コミュニカティブランゲージティーチングの特徴を確認し、それらが学習者

の言語能力をどのように高めるかを学びます。またセッションを通して先生としての役割を認識

し、クラスで使えるコミュニカティブアクティビティを学びます。 

11 月 6 日（土） 

Session 1 
(30 min) 

Developing an English-speaking environment 

このセッションでは、英語だけで行われるクラス環境の有用性を学び、クラス内で英語の使用 

頻度を高めるアイデアを共有します。 

Session 2 
(80 min) 

Developing speaking skills, and incorporating 
speaking into your coursebook  

このセッションでは、スピーキングスキルを向上させる基本的な条件や環境を学び、それらの 

環境を作るための実践的なアクティビティを学びます。また教科書を使いながらこれらのアクテ

ィビティをどのように取り入れるか、アイデアを共有します。 

Session 3 
(80 min) 

Developing writing skills, and incorporating writing 
into your coursebook  

このセッションでは、ライティングスキルを向上させる基本的な条件や環境を学び、それらの  

環境を作るための実践的なアクティビティを学びます。また教科書を使いながらこれらのアクテ

ィビティをどのように取り入れるか、アイデアを共有します。 

Session 4 
(80 min) 

Planning your teaching around your coursebook  

このセッションでは、セッション 2，3 で学んだスキルとアクティビティを実践で活かすために、 

使用している教科書を用いて効果的なレッスンプランの作成方法を考察します。参加者は、  

他参加者と協同してレッスンプランの作成、評価が求められます。 

Session 5 
(90 min) 

Micro teaching 

このセッションでは、参加者は他参加者と協同してあるターゲットを達成するための一連のアク

ティビティをプランし、実際にデモレッスンを行います。デモレッスン後には、フィードバック共有

と振り返りを行います。 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

令和元年度 
研修会の様子 



 

◆ 講師・発表者・指導員 (順不同) ◆ 

 Tanja McCandie ケンブリッジ大学出版 Japan Lead Teacher Trainer 

 

Tanja McCandie has been involved in education for over 20 years, either as an English teacher, a 

publishing consultant, and/or a teacher trainer. She has taught in Canada, England and Japan. Tanja 

is currently working on her EdD in Educational Leadership, holds an MA in Applied Linguistics, a BEd 

in Secondary Education and BA in Sociology. She also has DELTA, CELTA, and TESL certifications 

and is a Cambridge English Speaking Examiner. Currently she is the Japan Lead Teacher Trainer for 

Cambridge University Press and teaches at Nanzan University. 

   

 中 川 千 穂 工学院大学附属中学高等学校教諭 

 佐々木 雄 太 吉祥女子中学高等学校教諭 

 吉 田  晋 富士見丘中学高等学校理事長・校長 

 平 方 行 一般財団法人日本私学教育研究所理事・所長 

   

◆ 特別委員・指導員 (順不同) ◆ 

 平 方 行 一般財団法人日本私学教育研究所理事・所長 

 中 川 千 穂 工学院大学附属中学高等学校教諭 

 佐 藤 貴 明 ドルトン東京学園中高等部教諭 

 佐々木 雄 太 吉祥女子中学高等学校教諭 

 川 本 芳 久 一般財団法人日本私学教育研究所理事・事務局長 

 

◆参加者へのお願い◆ 
 当研修会において主催者記録係以外による録画・録音を禁止しております。また、講師・発表者の許可無く写真・
内容等を HP・ブログや各種 SNS等へ掲載することにつきましても禁止しております。ご理解・ご協力の程よろしく

お願いします。また、今後、当研修会の広報活動等で主催者記録係が撮影した写真を使用させていただく場合が

ございます。会場内の様子を撮影する関係上、参加者が映り込む可能性がございますので、予めご了承下さい。 

 

◆ 会場案内 ◆ 主婦会館プラザエフ 

 

〒130-0015 東京都千代田区六番町 15 

℡03-3265-8111 

●JR「四ッ谷駅」 麹町口（徒歩 1 分） 

●東京メトロ 丸ノ内線「四ッ谷駅」1 番出口（徒歩 3 分) 

●東京メトロ 南北線「四ッ谷駅」3 番出口（徒歩 3 分)  
  

https://plaza-f.or.jp/index2/access/


 
◆参加申込方法◆ 
１．「参加申込書」に必要事項をご記入の上、下記申込先に FAXまたは郵送でお送り下さい。 

お電話での申込はできません。 

     

     

 

 
 
２．申込は先着順とします。募集人数を超えた場合は期日前でも締切となる場合があります。 

申込締切の場合は当研究所ホームページでお知らせします。 

 申込締切日 10月 25日（月）必着  

３．参加申込書受付後、「参加確認証」と「参加費等請求書（コンビニ払込用紙）」をお送りします。 

参加費は「参加費等請求書（コンビニ払込用紙）払込用紙」で、指定されたコンビニエンスストアで下記振込期

限までにお振込下さい。なお、参加費の領収書は「払込受領書」をもって代えさせていただきますので、大切に

保管して下さい。「参加確認証」は、研修会当日受付にご提示下さい。 

 参加費振込期限 10月 28日（木）  

◆注意事項◆ 

＜参加申込について＞ 

 申込後、2週間以内に｢参加確認証｣｢参加費等請求書(コンビニ払込用紙)｣が届かない場合は電話にてご連絡下さい。 

＜変更・キャンセル・欠席について＞ 

必ず FAXにて日本私学教育研究所へご連絡下さい。 キャンセル期限 10月 28日（木）  

キャンセルの場合は、「キャンセル確認書」を FAXにて返信します。 
変更の場合は、「参加確認証（再発行）」を郵送します。上記書類が届かない場合は、必ず電話にてご確認下さい。 
 

10月 28日(木)迄のご連絡 10月 29日(金)以降のご連絡及び無断欠席 

事務手数料1,000円を差引いた

参加費を返金します。 

参加費の返金はできません。 

研修会資料等の発送をもって代えさせて頂きます。参加費未払いの場合は、 

キャンセル料として全額（19,000円）を申し受けます。天変地異や自然災害

等によるキャンセルの場合は、状況により対応しますのでご相談下さい。 

 

◆新型コロナウイルス感染症について◆ 

(お願い) ○会期中はマスク等の着用、咳エチケット、手洗い及び手指の消毒、社会的距離の確保にご協力下さい。 

○当日 37.5 度以上の熱のある方、体調のすぐれない方などは出席をお断りする場合があります。その際は

研修会資料等の発送をもって代えさせていただきます。 

○参加費の返金・キャンセル料の取り扱いについては､各研修会実施案内をご確認下さい。 

○受付時に「体調管理チェックシート」をご提出いただく場合があります。 

(対 策) ○受付での検温及び手指の消毒、会場・備品の消毒・換気、座席の間隔を広げ人と人との距離をとるなど密閉、

密集、密接の回避に努めます。 

○必要に応じて飛沫防止パーティション等を設置します。 

○講師並びに運営関係者・スタッフはマスク等を着用するなど感染防止に努めます。 

○座席は指定席とします。 

(対 応) ○新型コロナウイルス感染が疑われる研修会参加者・関係者が発生した場合は、保健所等の公的機関に協力し、

必要な情報提供を行います。 

●新型コロナウイルス感染症への対策・対応等は随時更新しますので、当研究所ホームページをご覧下さい。 

 

◆個人情報の取扱いについて◆ 

当研究所では、参加される先生方の個人情報は、厳重に管理・保護の上、その取扱いについては、法令その他の規範

を遵守し、細心の注意を払います。参加申込書にご記入いただく個人情報は、参加確認証および研修会参加のために

必要な書類の送付、実施要項の名簿の作成、当研究所の各種研修会開催等の情報の送付、また何らかの理由で研修会

に参加される先生方に連絡する必要が生じた場合のみに利用します。 

 
◆傷害保険について◆ 
当研修期間中の参加者等の傷害保険には加入しませんのでご承知置き下さい。 

  

申込み先 〒102-00073 東京都千代田区九段北４-３-８市ヶ谷 UN ビル６階 
一般財団法人日本私学教育研究所 特別研修会担当宛 
TEL：03-3222-1621 FAX：03-3222-1683 HP：https://www.shigaku.or.jp/ 

https://www.shigaku.or.jp/


 

一般財団法人日本私学教育研究所 行  ［申込締切日 １０月２５日（月）必着］ 

ＦＡＸ番号 ０３－３２２２－１６８３ ※送信前に今一度、FAX 番号をご確認下さい。0(ゼロ)発信の FAX 機でお送り

いただく場合は、「0」を押してから、FAX番号を押して下さい。 

令和３年度 全国私立中学高等学校 私立学校特別研修会 

英語４技能教育特別部会【東日本エリア】 

参加申込書 
  令和 ３ 年  月  日 

 

参 加 者 氏 名 

（ふりがな）  
職  名 

 

 
教員勤務年数※ 

 

学校（法人）名  

学校（法人）住所 

〒 

 

 

TEL    （    ）       FAX    （    ） 

※参加確認証を上記の参加者ご本人、または学校住所以外への送付を希望する場合は、通信欄に送付先及び受取人氏名をご記入下さい。 

参加者連絡先 
携帯電話番号 

※緊急の場合、確実に連絡がとれる携帯電話番号をご記入下さい。 

メールアドレス 

 

通信欄 

※英語科教員としての通算勤務年数 
受付№ 

 

◇FAX または郵送でお申込下さい。 

◇複数名の参加の場合は、本参加申込書をコピーしてお申込下さい。 

◇参加者連絡先は必ずご記入下さい。メールアドレスの記入は任意ですが、緊急の連絡があった場合、参加者連絡先と

併せてお知らせします。また、今後の研修会のご案内等をメール配信する場合もございます。 

 


